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知知能能情情報報ココーースス  
hhttttpp::////iiee..uu--rryyuukkyyuu..aacc.. jjpp//  

知能情報コースは、基本的に学生自身が参加者を迎えて、研究や授業の成果を説明しま

す。そのため、至らない所もあるかもしれませんが、年齢的に近い先輩ですので気にな

ることは遠慮なく声をかけてください！ 

【【見見学学・・体体験験ツツアアーー・・オオーーププンンララボボ】】  

知能情報コースの施設を見学しながら、展示をみることができます。ツアー形式では５

つの展示をご案内します。その後、自由行動で興味ある展示を見ることができます。 

オープンラボは、ツアー終了後にコースにこだわらず，本コースを含む他コースの複数

のプログラムのオープンラボ（施設見学／研究室紹介）へ自由に参加することができま

す。コースの教員と学生達がいますので，相談や意見交換ができます。大学生活に関し

て聞きたいことがあれば，なんでも質問して下さい。 

展示一覧 

展示内容 担当 エリア

ボディシェアリング技術を用いた 

スポーツ時の力加減の可視化
BodySharing Lab, 工学部１号館 4Ｆ404 (マップ No.18) 

ゲームプログラミング ゲーム班 地創棟 5Ｆ508 (マップ No.19) 

計算機ネットワークシステムの紹介 システム管理チーム 工学部１号館 4Ｆ405・406 (マップ No.20) 

文化財のＤＸ 赤嶺研究室 地創棟 5Ｆ501 (マップ No.21) 

看護師業務を支援する IoT システム

開発研究 
國田研究室 地創棟 5Ｆ502 (マップ No.22) 

● ボボデディィシシェェアアリリンンググ技技術術をを用用いいたたススポポーーツツ時時のの力力加加減減のの可可視視化化

((BBooddyySShhaarriinngg  LLaabb,,))    【【工工学学部部 11 号号館館 44 階階 440044】】

キーボード，マウス、タッチパネルに次ぐ新たなユーザインタフェース、BodySharing

について研究しています。BodySharing とはヒトとコンピュータの身体の情報を相互伝達す

ることによって、ヒト、アバター、ロボットや他者と体験を共有する概念と技術概念、またそ

のためのインタフェースです。例えば、メタバース空間内にいるアバターと視聴覚に加えてジ

ェスチャーと力加減を共有し、メタバース空間内の重さや抵抗感を感じられるようにし、臨場

感のある体験をユーザに与えます。今回は、スポーツをしているヒトの力加減を AR 空間内

に視覚的に提示する研究事例を紹介します。 

 

知知能能情情報報ココーースス  
hhttttpp::////iiee..uu--rryyuukkyyuu..aacc.. jjpp//  

知能情報コースは、基本的に学生自身が参加者を迎えて、研究や授業の成果を説明しま

す。そのため、至らない所もあるかもしれませんが、年齢的に近い先輩ですので気にな

ることは遠慮なく声をかけてください！ 

【【見見学学・・体体験験ツツアアーー・・オオーーププンンララボボ】】  

知能情報コースの施設を見学しながら、展示をみることができます。ツアー形式では５

つの展示をご案内します。その後、自由行動で興味ある展示を見ることができます。 

オープンラボは、ツアー終了後にコースにこだわらず，本コースを含む他コースの複数

のプログラムのオープンラボ（施設見学／研究室紹介）へ自由に参加することができま

す。コースの教員と学生達がいますので，相談や意見交換ができます。大学生活に関し

て聞きたいことがあれば，なんでも質問して下さい。 

展示一覧 

展示内容 担当 エリア

ボディシェアリング技術を用いた 

スポーツ時の力加減の可視化
BodySharing Lab, 工学部１号館 4Ｆ404 (マップ No.18) 

ゲームプログラミング ゲーム班 地創棟 5Ｆ508 (マップ No.19) 

計算機ネットワークシステムの紹介 システム管理チーム 工学部１号館 4Ｆ405・406 (マップ No.20) 

文化財のＤＸ 赤嶺研究室 地創棟 5Ｆ501 (マップ No.21) 

看護師業務を支援する IoT システム

開発研究 
國田研究室 地創棟 5Ｆ502 (マップ No.22) 

● ボボデディィシシェェアアリリンンググ技技術術をを用用いいたたススポポーーツツ時時のの力力加加減減のの可可視視化化

((BBooddyySShhaarriinngg  LLaabb,,))    【【工工学学部部 11 号号館館 44 階階 440044】】

キーボード，マウス、タッチパネルに次ぐ新たなユーザインタフェース、BodySharing

について研究しています。BodySharing とはヒトとコンピュータの身体の情報を相互伝達す

ることによって、ヒト、アバター、ロボットや他者と体験を共有する概念と技術概念、またそ

のためのインタフェースです。例えば、メタバース空間内にいるアバターと視聴覚に加えてジ

ェスチャーと力加減を共有し、メタバース空間内の重さや抵抗感を感じられるようにし、臨場

感のある体験をユーザに与えます。今回は、スポーツをしているヒトの力加減を AR 空間内

に視覚的に提示する研究事例を紹介します。 

− 26 −



 

●● ゲゲーームムププロロググララミミンンググ 【【地地域域創創生生棟棟 55 階階 5500８８】】

3 年次の授業や Global Game Jam(世界規模の

ゲーム開発イベント)で作成したゲームを紹介しま

す。学生はゲームプログラミングを通じて、リア

ルタイムプログラミングや様々なユーザーインタ

ーフェース(使う人とコンピュータとが情報をやり

取りできる)機器を使ったプログラムを学んでいま

す。ゲーム作成では、ゲーム開発環境の Unity と

3D CG ソフトの Blender を使用するほか、

AR(拡張現実)や画像処理のライブラリ(プログラムで使う部品をまとめたファイル , 

ARKIT や OpenCV など)も活用します。学生は授業の他に、Global Game Jam とい

う全世界で同じ日に同じ時間に同じテーマで短時間でゲーム開発をするイベントに参加

しています。 

●● 計計算算機機ネネッットトワワーーククシシスステテムムのの紹紹介介((シシスステテムム管管理理チチーームム))

  【【工工学学部部 11 号号館館 44 階階 4400５５・・440066】】  

知能情報コース専用の教育研究用設備として、高性能サーバーシステムや高速ネット

ワークシステムなどを整備しています。これらのシステム

は、コースに所属する教職員・学生であれば自由に使用でき

ます。システムの構築や運用管理は、教員指導の下で学生が

主体となって組織された「システム管理チーム」が行ってい

ます。システム管理チームでは、専用システムの利活用につ

いて常に建設的な議論を行い、最新の技術を導入してシステ

ム構築や運用管理を行うなど、実践的な取り組みが行われて

います。 
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●●文文化化財財ののＤＤＸＸ      【【地地域域創創生生棟棟 55 階階 550011】】  

博物館は，資料収集・保存，調査研究，展示，

教育普及といった活動を一体的に行う施設です．

特に，我々一般市民にとっては展示を閲覧するこ

とで考え学ぶ場として重要です．一方，収蔵品の

中には劣化を防ぐため限られた期間のみ展示され

るものもあります．こういった展示資料を３次元

画像として記録し，AR や VR 等の技術を用いて

展示することで，重要な資料の劣化や破損のリス

クをほぼゼロにすることができます．本研究室で

は，博物館に限らずさまざまな文化財のデジタルアーカイブ，ディジタル機器による展示を効率

的に行う手法の研究に取り組んでいます．ブースでは，博物館内の展示物を自律走行ロボットに

より自動的に３次元計測する技術や，グスク等世界遺産の３次元アーカイブを web 上で閲覧する

事例を紹介します． 

●● 看看護護師師業業務務をを支支援援すするる IIooTT シシスステテムム開開発発研研究究  【【地地域域創創生生棟棟 55 階階 550022】】

看護師は、人手不足や業務多忙で患者さんと関わり

合う時間が少ないという課題を抱えています。この課

題を解決するために、本研究室では IoT 技術を活用し

て看護師さんの業務負担を軽減するシステム開発に取

り組んでいます。ブースでは、患者さんが計測した血

圧計の測定画面画像をクラウドにアップし、画像解析

で血圧の数値を取り出す IoT システムを紹介します。

その他にも本研究室で取り組んでいる「生き物に学ぶシステム開発」の事例として粘菌による交

通網設計の事例を紹介します。 

在在学学生生かかららののメメッッセセーージジ

2022 年度入学生 城間 颯さん 

一年次では python と java をメインに、プログラミングの基礎を学びました。とはい

え、基礎とは言ってもオブジェクト指向や外部ライブラリの利用などにも触れ、一人

で学ぼうとすると大変なものですが、友達同士教えあったり、先生方の工夫された授

業を受けることで、易しく理解することができました。また、講義時間外には学修サ

ポートも実施され、難しい課題へのアドバイスがもらえるので、専門に関する知識が

0 からのスタートでも、伸び伸びと学びを進めることができます。 

 知能情報コースで、夢いっぱいの情報の世界を一緒に学びましょう！ 
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